






新宇都宮リハビリテーション病院
実績DATA

疾病別内訳

令和6年度の実績をご紹介します。
（令和6年4月1日～令和7年3月31日）

患者受入総数

1,191名

89.8/100点

92.2%
全国平均79.1%

紹介から入院までの日数

9.3日
全国平均12.4日

全国平均76.9歳
74.9歳
入院患者さんの平均年齢

患者満足度

在宅復帰率

評価点40.0%
42.8%

脳血管疾患

廃用症候群

17.2%
運動器疾患

　高齢者のための腕橈骨筋の筋トレは日常的な動きや握力維持に役

立ちます。日常生活の動作ではコップを持ち上げる、お茶を注ぐ、椅子

や机を持ち上げるなどの動作に役立つ筋肉です。

　例えば、コップを両手で添えて、慎重に持ち上げて飲む方を見かけ

ますよね。これは腕橈骨筋の筋力低下によるものといわれています。

　今回はお家で簡単にできる腕橈骨筋の筋トレを紹介いたしますの

で、ぜひ実践してみてください。

1 セラバンドを使い、親指を上に向けて肘をゆっくりと曲げ伸ばししましょう。

関節への負担を考慮し、ダンベルのような重たい物は使用しないようにしましょう！

肘や肩が痛む場合は無理せず中止しましょう。
注意事項

腕橈骨筋

健康体操 腕橈骨筋編
わん　とう　こつ　きん

セラバンドが無い場合でもペットボトルで簡単に出来ます♪
肘を90度に曲げた状態からゆっくりと肘を曲げ伸ばししましょう。2 プロジェクト

　2025年2月に第4回むすびプロジェクト研修会が行われました。原宿リハビリ

テーション病院の回復期リハビリテーション看護師 小林副師長が『看護師が同行

する家屋調査から退院後の生活支援を考える』をテーマにした講演に総勢1000

名のグループ病院職員が参加しました。私たちは、実際の家屋調査の事例を通じ

て、看護師が積極的に関わることで、より良い生活支援ができることを改めて実感

しました。退院後も安心して暮らしていただくためには、お一人おひとりの生活環

境に合わせたサポートが大切です。

　家屋調査で得られた情報をもとに、安全で快適に過ごせる環境を整えるお手伝い

をすることで、患者さんやご家族の不安を少しでも和らげられればと思っています。

　むすびプロジェクトでは、これからもこうした取り組みを大切にしながら、皆さん

の暮らしに寄り添った支援を続けてまいります。

「むすびプロジェクト」は当グループのリハビリ病院を退院された患者様が、
その人らしく生きいきと生活していただけるよう、支援するための取り組みです。

今回はその取り組みのひとつをご紹介いたします。

むすびプロジェクト研修会 看護師が同行する家屋調査から退院後の
生活支援を考える第4回
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